
第 23 期第 2 回 社長面談会 議事録                     2020 年 3 月 3 日 

 

日 時 2020 年 3 月 3 日（火）ｐｍ1 時 30 分～3 時 00 分 於：蓼科観光（株）本社 

出席者 会 社     松島敏之社長 高橋政子氏  

    連絡会世話人会 中村敏昭会長 小清水琢磨氏 

 

議題 

 最初に、先日お話ししたように本日は別荘地の再興に向けた建設的な意見交換に的を絞り、管理

費値上げ金額の交渉は年度末ゆえに行わないことで行きたい。          （社長） 

 

1. 美濃戸別荘地 再興への指針と行動計画を提言  （書面提示）        （連絡会） 

・成熟期を過ぎた美濃戸を、夢を抱ける別荘地に再興させるための 3つのポイントを提言。 

① 環境改善と整備（倒木、雑草、枯れ枝処理や草刈り等の協力作業。看板、道標の魅力付け） 

② ＰＲ促進（特徴、魅力のアッピール、居住環境、交通アクセス、買い物・スポーツ施設等） 

③ 販売促進（不動産業者タイアップ、更地・空き家のリユース、案内ツールの充実、等） 

 

２．１．を基にした具体化プラン・・・松島社長と共有したい基本認識 （書面提示） （連絡会） 

  ①別荘地の蘇生あらずして再興は無い 

  ②担い手は会社と地権者（両者は運命共同体）。会社は「管理会社」から「デベロッパー」に 

立ち返り、別荘地開発・運営会社とした機能を打ち出すことが地権者信頼につながる。 

   →決して管理会社だけの意識をもったつもりはない。年数をかけていろいろやってきた。 

    しかし、これ以上の美濃戸再興を目指すためには先立つものを頂く決意で管理費の 6割値 

上げをお願いしている。                        （社長）    

③手持ち空き区画の早期販売、売却物件の仲介支援、休眠状態区画・建物の再生展開。 

   →社外秘でまだ話せないが、その機能を大きくする施策を仕組んでいるところだ。 

    近々話すことができる。                        （社長） 

④ 販売強化のためには大手業者との提携も必要。 

 

３．外部から見た、蓼科観光の現況所感   （上記 2項書面の一部）        （連絡会） 

地権者は親会社・銀行と並ぶステークホルダー（企業利害関係者）。年度頭に全請求額を会社に

無担保でゆだねている故、会社の経営状態、財務内容、管理運営能力、企業の健全性、信頼性を

見守る立場にある。その観点から財務諸表を分析した所感を述べる。 

・株主資本比率の悪化・今後の償却負担増・不良在庫・販売力強化・総人件費の削減・等 

→在庫販売区画の規制変更は行政に、賃借先の財産区とは賃料交渉などを継続して動い 

ている。                               （社長） 

 

４．管理経費を賄うに必要な管理費収入についての当方見解 （書面提示）     （連絡会） 

  （1月請求書発行時のＨ30年度損益計算書を基に会社主張の「年々の管理コスト増大により、 



現在の管理収入は管理コストをカバーする最低限の収入に満たない」に反証） 

・Ｈ30 年度損益計算書で管理業務部門が売上総利益 12,946 千円の黒字。水道事業と賃貸（地

代）部門を加えた全社営業部門の売上総利益合計は 33,685 千円の黒字計上だが、本社・共通

の人件費や販管費合計 42,603千円により、全社営業損益は▲8,918千円になっている。 

そこで、本社・共通販管費を純本社・共通経費と美濃戸現場 3 事業部門とに再賦課した結果、 

管理業務部門の販管費は 15,896千円となり、売上原価 2,393千円、販管費 15,896千円、営業

損益は▲2,950千円となる。その金額に管理業務に含まれる年間受け取り駐車料 2,602千円を

営業外収益として加えると年間経常利益は▲348千円となり、僅かだが会社主張通りＨ30年度

は管理費収入が管理コストをカバーできなかったことが確認できた。 

しかし、連絡会が会社の経営状況を鑑み、管理費値上げ額として主張してきた 1 区画あたり

10,000円が上乗せされればＨ30年度 15,339千円の売上収益は年間額で 4,350千円の増額によ

り、19,689千円に上がる。営業損益で見れば▲2,950千円から 1,400千円に黒転、経常収益は

4,002千円の黒字に変わる。 

 故に、会社主張の 6 割管理費増額は妥当性に欠け、10,000 円増の連絡会提案管理費で管理

コストを十分賄ることを証明できたので、令和 2 年度の管理費を更地 30,000 円、建物付き

50,000円（消費税別）でお支払いをします。 

 ※全社・共通販管費の現場・本社への賦課、現場販管費の 3事業部門への再賦課に際しての

基準 11項目は書面に表示。 

 ※平成 30年度決算・損益計算書（事業部門別詳細版・エクセル表）は書面に添付。 

 

５．管理費値上げに関した連絡会会員の意見一覧 （書面提示）         （連絡会） 

  連絡会会員に向けて連絡会方針の管理費値上げ額の賛否聞き取り集計とアンケート報告書を 

提出した（1月下旬に実施） 

  ・連絡会会員数 234、回答総数 138、賛同者数 115、不賛同者数 4、保留 19。意見数は 81。 

 

６．その他、連絡会による令和元年度、同 2年度損益計算書予測データ提出や、業態改革について

の考察を書面提示、管理費の更地・建物付き比率のあり方討議などを行った。       

（連絡会） 

 

以上 



美濃戸高原別荘地 再興への指針と、行動計画提言 
     ・・再び輝きと喜びを取り戻し、次世代に明るい未来を・・ 
 
目的は、より快適な別荘ライフを実現し、また多くの人々に新たに美濃戸住民に加わって貰えるよう、別

荘地の改善と活性化を図り外部に美濃戸の魅力を発信する方策指針と具体的な行動計画の提言です。 
   
成熟期を過ぎ衰退期に入った兆しある美濃戸を、美観にあふれ夢を抱ける素敵な別荘地に再興し、古く

からの住民が嘗ての喜びとときめきを取り戻し、新たに別荘ライフに関心ある人達に美濃戸を選んで貰

えるよう、環境改善に努め、当地の魅力やセールスポイントを積極的に外部発信することです。 柱は別

荘地の環境良化と整備、外部 PR の促進、そして更なる賑わいを生む販売促進の三点。 
 
A  別荘地の環境改善と整備 
1．別荘地を小奇麗にし、美しい自然環境を保ち更に深化させることに尽きる。ミクロな各論を敢えて含

めて挙げると 
① 朽ちた門柱やベランダを撤去し、見すぼらしさを払拭する。 
② 区画内の自然倒木や大雨/台風による倒木（半倒木も多くあり→危険）の処理。 
③ 区画の境界線や区画内に積まれた枯れ枝の廃棄整理→美観維持とともに枯れ枝の山がネズミや

ヘビの巣になるのを防ぐ。（故意に敷地境界に枯れ枝を積み自然感を出す感覚を排す） 
④ 屋根に生えた樹木を除去する。 
⑤ 道路沿い区画の電線に絡む松類の伐採促進（台風災害による停電対策） 
 →・上記①～⑤は写真を撮り地権者に送り会社より強くお願いする。 

     ・地権者が対応できない場合は処理費用を見積もり、業者に依頼することを伝える。 
⑥ 道路草刈の回数を増やす 

・一般道路は従来通り年に１回でも良いが、特に別荘地入口からバス停までのメイン道路は夏場 
は回数を増やし常に綺麗な感じを保ち、外部からの往訪者にも際立たせるのが大事。 
→住人ボランティアの参加も可能。 

⑦ 毎年実施している管理人と住人ボランティアによる別荘地内オオハンゴウソウ駆除活動の継続。 
→活動案内が不十分で一考を要す（蓼科観光の HP だけでなく、連絡会 HP も活用する） 

⑧ インフラ整備 ・バス道路（別荘地入口―美濃戸口バス終点） 2022 年全面改修予定（茅野市 
        建設課で確認済 ） 
       ・幹線水道管改修工事中 2033 年完工予定 
→蓼科観光、連絡会双方の HP にも掲載要 

⑨ 別荘地入口脇穴山財産区に藪払いを要請する 
 
 2. メリハリの利いた、近代的な別荘地にする（別荘地らしくする） 

① 別荘地入り口の「蓼科観光 美濃戸高原別荘地」看板をもっと魅力あるモニュメントに変える。 
② メイン道路に名称をつけ、道路名称の看板を立てる （１０数年前に案を作った。 

女坂や男坂の名称は当時の名残である） 



③ メイン道路から入る横道に標識を立てる→看板や標識は住人ボランティアが作る 
 
B  PR 促進 
蓼科観光、連絡会 双方の HP を充実させ、美濃戸の魅力を最大限に PR. 具体的なポイントの 
例を挙げると 

（ア） バスが通う唯一の別荘地 
（イ） １００名山八ヶ岳の登山道入り口 
（ウ） 歴史的遺産 

・一之瀬汐（江戸時代に手掘りされた農業用水） 
・第一展望台脇の崖桟橋（戦前から戦後にかけて美濃戸口から切り出した 
大量のカラマツを運んだトロッコ軌道の中間点→標識をつける） 

 （エ）恵まれた気象条件は快適で健康的な生活を保証 
・標高１５００ｍの亜高山帯は夏でも最高気温２５℃前後で避暑地に最適 
（今後予想される異常気象＝猛暑避難地） 

・年間を通して高い晴天率と低い湿度。   
・北と東に八ヶ岳連峰の屏風を背負う八ヶ岳西麓は、雪も大風も少ない。 
ドカ雪でも２５ｃｍ程度であるが、１０ｃｍの積雪でも管理人がラッセル車で 
除雪してくれる。 １年を通して風が殆ど無く、極寒の季節であっても風のある 
麓の町より寒さを感じない。 

  （オ）その他、生活インフラ等 
・中央道諏訪南 IC から２０分 
・スーパーマーケットやホームセンター多数（車で２０分程度） 
・人口の割に大型総合病院が多い （諏訪中央病院、諏訪日赤病院、富士見高原病院等） 
・別荘地内に数カ所の財産区保有のカラマツ林があり森林風情を濃くしている。 
・スキー場等ウインタースポーツのメッカ 
・車で１０分内外の至近距離に温泉多数あり。      

C  販売促進 
① 地元不動産屋とのタイアップ（信州土地建物、三井の森、アルピコ、その他リゾート 

販売に強い専門業者）。単なる仲介では業者に旨味薄く実効上がらぬ惧れあるので、全面的な 
販売業務委託ベースで大きなインセンティヴ供与が必要か。 

② 売り家（これから売りに出したい家を含めて）が早く売れるための工夫をする。 
→ex 体験宿泊プランの作成 

③ 空き家の廉価利用 
④ 長期間放置されている更地の所有権者、借地権者にアプローチして各種活性化を模索 
⑤ 売り希望区画の明示 

→売り希望区画は草刈りを実施し見映えを良くする 
→地権者の費用負担で住人が実施することも検討 

⑥ 別荘地内地図（区画図パンフ）の作成 



・区画図の充実 道路名称や展望台その他を掲載したものを管理事務所に置く 
⑦ 別荘地名称を見直し親しみのある名称にする 例えば 

・美濃戸の森 
・ミーノの森 

⑧ 管理事務所が閉鎖的に見えるので開放感を醸成（具体的にはまだ？） 
⑨ 現資材置き場（旧管理事務所）は見映えが良くない。周りを植林し目隠しする。 
⑩ 美濃戸別荘地のＰＲ資料を作成し、タイアップ不動産屋や近隣のお店においてもらう。 

 
           ２０２０年２月２３日 美濃戸高原別荘地連絡会事務局 
 
 



蓼科観光株式会社                        令和 2 年 3 月 3 日 
代表取締役 松島敏之殿 
                            美濃戸高原別荘地 連絡会  
                                会長  中村敏昭 
 
   美濃戸別荘地、管理経費を賄うに必要な管理費収入についての当方見解 
 
昨年来、管理規約第 8 条に基づく発議の基本前提である「社会情勢や物価変動」論議に始ま
り、貴我双方の主張が噛み合わないまま管理費値上げ問題は年越しとなりました。   
いろいろ論点の変遷がありましたが、昨年末 12 月 27 日付貴信にて貴社の最終見解として
「社会情勢変化や物価変動がなくても、他に合理的理由があれば第 8 条による管理費値上
げは可能」、そして「年々の管理コスト増大により、現在の管理費収入は管理コストをカバ
ーする最低限の収入に満たない」ことが第８条発動の合理的理由である・・との主張に収斂
しております。 1 月の請求書発行時、昨平成 30 年度決算（平成 31 年 3 月決算）の貴社損
益計算書のご提示を受けましたので、それに基づき当該年度の管理コストと管理費収入の
関係を客観的に精査し貴社主張の妥当性検証を試みました。  
 
H30 年度損益計算書では、管理業務部門の収入は建物付・更地双方の年間管理費収入合計
が 15,339 千円、同部門の直接売上原価 2,393 千円で、売上総利益 12,946 千円の黒字を計
上、水道事業と賃貸（地代収入）部門を加えた全社営業部門の売上総利益合計は 33,685 千
円の黒字計上でしたが、本社・共通経費として一括計上されている人件費その他の販管費合
計 42,603 千円により、全社の営業損益は▲8,918 千円の損失となっています。 この全社
ベースでの営業損失を是正するための管理費値上げではなく、管理部門のコストを管理費
収入が賄えないために管理費値上げが必要であるということが貴社の主張です。 その当
否を判断するためには、本社・共通販管費 (42,603 千円)のうち美濃戸現場運営に直接関わ
る部分が幾らか、またそのうちで水道事業、賃貸事業に関わる部分を除いた別荘管理業務に
要した経費が幾らであったかを把握する必要があります。  
 
そこで添付の詳細版の通り、販管費の各費目を純本社・共通経費と、美濃戸現場３事業部門
に直接帰せらるべき部分とに、本社・現場の人員配置、減価償却費発生源精査などに基づき 
合理的再賦課を試みた結果、純本社・共通経費 21,308 千円、現場関係 21,295 千円と、略々
半々の賦課となりました。 更に現場経費の一部は、当然水道事業遂行と、新規営業対応を
含めた賃貸事業管理に要する部分もある筈ゆえ、両部門と純管理業務部門の３部門への合
理的再賦課を試算した結果、現場関係販管費 21,295 千円は、水道部門 4,277 千円、管理業
務部門 15,896 千円、賃貸部門 1,122 千円に分けられるとの結論を得ました。  
従って仮に管理業務部門だけの損益計算を作成したとすれば    



         売上収益（管理料収入） 15,339 千円 
         売上原価         2,393 千円 
         販管費           15,896 千 
         営業損益        ▲2,950 千円 となります。 
 
しかし全社・共通の営業外収益に計上されている美濃戸における年間受取駐車料 2,602 千
円は、管理規約にも違法駐車防止など駐車場管理が管理業務に含まれるところよりみても 
現場管理業務の営業外収益にカウントさるべきものと解し、それを加えると管理業務部門
だけの年間経常利益は▲348 千円と、極めて僅少なネット赤字であったことが浮かび上がり
ます。 しかしたとえ額的に僅少とはいえ、貴社主張通り平成 30 年度に関する限り管理費
収入は管理コストをカバーできなかったことが、確認されたことになります。  
 
管理料を支払う地権者数が年々減少傾向にある状況下、現行管理料水準では管理コストを
賄うには足りぬことは当方も事前に感触を得ておりましたので、昨年来の折衝過程では過
去 22 年間管理料据え置きであった事情、近隣別荘地に於ける管理料水準の変遷等を勘案の
上、建物付、更地ともに現行管理料プラス年間 1 万円アップ、即ち建物付 5 万円、更地 3 万
円とすることを認め、それを令和 2 年度以降の新管理料とすることを対案として提示させ
て頂いた次第です。 仮に平成 30 年度に 1 万円値上げの新管理料が適用されていたと仮定
すると、15,339 千円の売上収益は 19,689 千円に上っていたでしょう。 年間額で 4,350 千
円（建物・更地加重平均で 28.4%アップ）の増額ですから、平成 30 年度決算も営業損益が
▲2,950 千円から 1,400 万円に黒転、経常収益は 4,002 千円の黒字決算となった筈です。 
 
したがって 60%もの管理費増額は妥当性を欠き、1 万円増の地権者対案で十分管理コスト
を賄えることをあらためて連絡会の最終結論として提示させて頂き、連絡会会員有志にお
いては令和 2 年度の管理費を連絡会対案通り、建物付年間 5 万円、更地年間 3 万円にてお
支払い致すことにさせて頂きます。  
 
全社・共通販管費の現場・本社への賦課、更に現場販管費の３事業部門への再賦課に際して
当方が採用した基準は以下の考え方に拠るものです。 
 

１． 全社・共通販管費を、それぞれの費目ごとに合理的分担比率に基づき、純本社共通
経費と美濃戸現場関係のそれとに分ける 

２． 美濃戸現場業務は個別区画や公共施設管理のみならず、水道事業の安全円滑な遂
行、営業活動支援では賃貸（地代収入）事業にも関わるので、現場経費を合理的な
比率で水道事業、管理業務、賃貸事業の 3 部門に再賦課する 

３． 役員報酬は全額を本社・共通経費とみなす 



４． 給与に関しては本社事務要員の異動時期を勘案し、本社 35：現場 65 の比率とし、 
現場分の 1 割を水道事業、5%を賃貸事業に賦課 

５． 法定福利費には役員分も含まれているので、本社：現場 50 : 50 とし、現場分は 
給与と同じ比率で水道事業、賃貸事業にも再賦課 

６． 福利厚生費も法定福利費と同様処理 
７． 管理事務所経費は全額現場に賦課、これは別荘地全体の維持管理に必要な施設経

費につき、水道・管理・賃貸 20 : 60 : 20 にて分担 
８． 車両費も全額現場に賦課、そのうち 2 割を水道事業、8 割を管理業務に賦課 
９． 顧問料、その他本社経費、租税公課は全額純粋な本社・共通経費とみなす 

   10 .  減価償却費は水道施設関係の比重が最も多いと目されるので、水道施設関係に  
    1,975 千円、残 714 千円の 7 割を管理業務部門、3 割を本社共通に賦課 
  11 .  営業外収支、特別損益、法人税・住民税・事業税負担等に関しては、美濃戸現場の

受取駐車料収益のみ管理業務部門の営業外収益とみなし、その他は全て本社共通 
    とする 
以上の基準で全社・共通販管費を３事業部門に再賦課した試算が添付の詳細損益計算書と
なった次第です。 
                                     以上 
   



                                令和 2 年 3 月 3 日 

          美濃戸高原別荘地連絡会メモランダム 

・・現状認識、早急に取り組むべき課題、地権者からの要望等を順不同で列挙、 
    美濃戸の再興を図り会社と地権者が共に繁栄する道筋を探す一里塚としたい・・ 
 
＜松島社長と共有したい基本認識＞ 

１． 開発・分譲開始から半世紀、美濃戸別荘地は成熟・完熟期を過ぎ、今や繁栄した団
地や別荘地の宿命である世代交代、歯抜け、空き家などが目立つ時期に差し掛かって
いる。 決して別荘地としての魅力喪失ではなく、また管理状態の良し悪しでもない、
構造的なライフサイクル斜陽化で、使い古された「活性化」などの語で鼓舞できる状
態ではない。 正に revive すなわち “蘇らせる” “再び命を与える”べく、エンジン
を再点火せねば、失速の一途をたどり昭和の栄華を偲ぶ廃墟と化す瀬戸際にある。 

  
２． 再生の担い手は、まぎれもなく蓼科観光と、最大のステークホルダーたる地権者集

団の二人。 蓼科観光は単なる「管理会社」意識を捨て、当地開発の立案当事者で、
且つ開発・整備・販売拡大を推進してきた「別荘地ディベロッパー」の自覚に立ち返
り、半世紀後の今日、宿命的な難局に直面し不安に慄く地権者の先頭に立って再興の
リーダーシップを取らねばならぬ立場にある。 

 
３． 二段目、三段目のブースターに点火し再興を図るための不可欠のステップは； 

・別荘地環境の整備、小ぎれいでありながら、豊かな美しい自然の中で暮らす欲求を 
 満たす野趣の提供。 会社と各地権者が協力して枯れ枝、倒木、徒長した樹木、雑 

草の繁茂などに適切な手入れを怠らず、とにかく美濃戸に入ると 「いい所だな、 
こんな環境で休養して英気を養いたいな」と誰しも思う夢の高原別荘地とする 

 
   ・会社手持ち在庫の中で、別荘建築に適する地形・地型（現状では 12~13 区画か）

の物件を早急に販売する他、既に売りに出ている 10 件弱の仲介物件の売却支援、
永らく空き家や、休眠・冬眠状況の更地についてもオーナーをトレースして手離し
を慫慂、実際に別荘利用する新地権者を増やすこと 

 
   ・そのためには会社と連絡会双方の HP に美濃戸の魅力発信を目一杯発信する努力、 

また、信越、甲州方面で高原リゾートや別荘地をウェブで探す人の検索エンジンに 
必ず拾われるよう、「信州八ヶ岳高原の最高の別荘地」「初秋の黄金の稲田、紅葉と 
金色のからまつ吹雪、そして初雪の輝きまで、秋の八ヶ岳西麓は日本の原点である 
桃源郷です」的な決定的キーワード、キャッチフレーズをふんだんに盛り込む 



・ 蓼科観光が単なる管理会社を脱却して名実ともに “別荘地開発・運営会社” とし
て機能し、美濃戸の衰退を止め蘇らせる主役となることを確約して呉れることが 
まずスタート。 その自信と意欲に欠けると自認するなら、将来を託す運営会社を
外部に探し、蓼科観光にはその下で管理と水道事業者の役に徹して貰うことになる 

 
・ 蓼科観光が主役となって美濃戸再興に本腰入れて頂く場合でも、大量の空き区画の

早期販売や、売却予備軍の受け皿となって大々的な売り出しキャンペーンを張るた
めには、リゾート物件のマーケティングに長けた大手業者と全面提携することが必
須。 その業者が意欲的な販売戦略を実行できるよう、然るべきインセンティヴを
与え、とにかく年間 20 件以上の新規販売を実現することが急務  

 
＜外部から視た、蓼科観光の現況所感＞ 
 地権者集団は、新規の物件販売 (成約有った場合)や美濃戸の駐車料収入を除いて、会社 

の年間収入の略々全てを支弁するいわば唯一の顧客であり、親会社、取引銀行と並ぶ最 
大のステークホルダーである。 しかも年度の頭には地代、管理料、水道代および大規模 
水道修繕積立金の年間額を無担保与信で前払いし、いわば全てを委ねている存在。 従っ 
て地権者は会社の経営状態、財務内容等々、管理運営能力に加えて企業としての健全性と 
信頼性を常に見守る必要がある。財務諸表等を基に、若干の所感を述べたい。  
 
・H30 年度から損益状態急に悪化、株主資本が資本金額を 1 割以上割り込んでいる 
・しかもこの年度から大規模水道修繕積立金（年間 1000 万円強）の収入があってのこと 
・大規模水道修繕で構築物（繰延固定資産）が 30 年度から毎年増え、今後償却負担甚大 
・B/S 上、商品在庫が 5000 万円近くあるのに、実際に自社・売物件は 12 区画、希望売

却値で合計 4000 万円程度（在庫簿価では 2000 万円程度と推測）。 売物にならない不
良在庫が B/S 上かなり計上されているなら、早急に優良物件の売却を進め、その利益   

 見合いで不良在庫の評価損を立てて、財務内容を改良すべきでは 
・H26 年度～30 年度の 5 年間で、会社自社物件の売上が転貸物件で僅か１件しかなかっ

たと見受けられる。 販売力欠如か、販売意欲のなさか不詳だが、このままでは地代、
管理費、水道料しか売上収入のない自滅を待つ会社となる。 販売力強化戦略が急務 

・給与、役員報酬、法定福利費、福利厚生費の合計、即ち人件費総額が売上の 52%近く
を占める（H30 年度）。 30%max.が健全企業の標準ゆえ、売上の劇的増加が期待でき
ないなら、人件費の大幅削減が急務 

・返上され引き取った借地物件の多くは簿外資産化？ 元々社有在庫の売却不適物件に
加え、大量の不良在庫を背負ったのでは。 財産区との抜本交渉が急務ではなかろうか 

 
                                    以上 



2020 年 3 月 3 日 

蓼科観光株式会社 御中 
 

管理費値上げに関した連絡会会員の意見一覧 
 

意見総数  ８１件 
   内訳 具体的意見     ５６件 

                 連絡会方針に賛成  ２５件 
  
具体的意見の内,重複意見を整理した（２８件）  
 
① 売り希望を出したが２年間回答が無い。 
② 水道料金の請求が不正確である。 
③ 現地管理内容が毎日のパトロールと年に１，２回程度の砂利道補修くらいしかなく、

特別に資金を必要とする、或いは人手をかける大掛かりなことはやっているように

は見えず大幅管理費アップを必要とするとは思えない。現行管理費範囲での管理で

良い。 
④ 東京に本社を置く必要はない。 
⑤ 毎年送られてくるキャッシュフローは細かい説明を受けて欲しい。 
⑥ 台風災害時 現場は頑張ったが社長は姿を見せなかった。社長は別荘地のことを他

人事としか思っていないのでは。 
⑦ 茅野市を巻き込んで管理会社を変更したら如何か。連絡会は管理会社を変更できな

いのか。丸山のように何故撤退しないのか。 
⑧ ゴミ収集方法が茅野市と何故違うのか。（家電の有料） 
⑨ 会社は減収の原因に対する説明や連絡会が要求する資料に全く答えない。 
⑩ 八ヶ岳の自然、登山道の入口という好立地条件を生かした経営努力が無いだけで 

はなく別荘地の将来像（ビジョン）が見えてこない。 
⑪ 会社は収入を増やし支出を減らす努力をすべきである。 
⑫ 近隣別荘地と比較しても６０％アップは納得できない。 
⑬ 管理規約第８条に照らし合わせてもおかしい。 
⑭ 合理的理由が有れば値上げできると言いながら、何の説明もない請求書送付は納得

できない。 
⑮ 値上げとは別荘地の現状を何とかしたいという建設的プランがあって両者が建設 

的意見交換の上に決定されるべきであるが何も見えてこない。社長給料が無いとい

うのはおかしい。 



⑯ 60%アップしたら近隣別荘地と同じように自慢できる別荘地になるのか。 
⑰ 60%アップなど今の世の中通用しない。 
⑱ 水道工事積立金が始まったばかり。 
⑲ 会社連絡会双方の歩み寄りが必要ではないか。 
⑳ こんなトラブっているところに来たいと思う人はいないと思うので管理会社には

変わってもらいたい。 
会社は株式会社であれば当然財務情報を公開し社会的責任を果たすべきで値上げ

根拠を示すべきである。社長は松島興業の社長もやっているようですのでこちらの

経営にも力を尽くしてほしい。 
  ㉑ 会社の態度には憤りを持っている。 
  ㉒ 管理のいい加減なところという感想、イメージしかない。 
  ㉓ 規模のメリットからも丸山の管理会社に管理して貰ったらどうか。 
  ㉔ 説明会では過去の資料も長期計画もなくいつまた次の値上げが出てくるか分かり 

ません。弁護士や税理士も出席していたのに失望した。 
  ㉕ 美濃戸は八ヶ岳登山口として知名度も高く、バスが通年あるという財産を生かし、 

バス道路の整備、入口付近や道路周辺の密集高木の伐採などで明るく開放的な環

境整備につなげれば魅力的別荘地になるはず。基本に立ち返って改造すれば会社

にとってメリットはあるので後ろ向きから前向きな姿勢への切り替えに期待する。 
  ㉖ 管理人の方々への報酬に反映されるのであればある程度の値上げは仕方ないが連 

絡会の進める額が妥当と判断する。 
  ㉗ 丸山方式がうまくいっているのであればそのやり方をもっと学ぶべき。丸山と合 

併するのも一つの方法ではないか。 
  ㉘ 会社は一気の値上げではなく少しずつ歩み寄りをすべき。 
 
 
「管理費値上げについて共同歩調に関するアンケート」集計結果（2020.02.29 時点） 
 

 
 
 
                         2020 年 2 月 29 日 連絡会事務局 


